
（表面分析）大気非

暴露AES

大気非暴露雰囲気で，ＳＥＭ観察，微小部位のＬｉを含む定性分析，
元素マッピングおよび深さ方向分析が可能。

大気非暴露ＡＥＳを用いた高温保存試験後の負極解析

■負極のＳＥＭ観察＆ＡＥＳ定性分析結果

高温保存試験後未試験
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析出物活物質表面

■高温保存試験後負極のＡＥＳマッピング分析結果
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■高温保存試験後負極のＡＥＳ深さ方向分析結果
（析出物）
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※ＦはＣｏとピーク重複

ＳＥＩ（１４０ｎｍ）

・高温保存試験後の活物質上に数十ｎｍ径の析出物が確認され，析出物の分布に応じてＣｏ，Ｐ及び

Ｌｉの偏析が確認された。

・深さ方向分析の結果，析出物の表層にはＬｉ，Ｏ，Ｐ，Ｃｏが存在し，Ｃｏが比較的上層に

存在していた。
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Ｓｐｕｔｔｅｒｉｎｇ Ｄｅｐｔｈ（ｎｍ：ＳｉＯ２換算）

ＡＥＳは微小部の元素分析，深さ方向への濃度分布の確認に有効であり，
Ｌｉの分析も可能です。
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